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Abstract

File-linkageisusefulinwritinglongsentences,suchasscientificarticlesorbooks.Itmaybeachievedby

usinganEditorsoftwareequippedwithtag-jumpfunction,byapplyingdirectlytheFile-linkageinHTML-

languageorbyusingHyperlinkoftheMicrosoft-Word.

Inthisarticle,weproposeyetanothermethodusingagainMicrosoft-Word,butmakinguseoftheIndexing

Function,ratherthanusinghyperlink.Atthebeginningofwritinganarticle,wewriteonepageeachofthe

Introduction.Methods,Results,Discussion,Conclusion,andReferences.Wedesignateeachtitleoftheseasthe

Indexwordandplacetheindexpageatthebeginningoftheentirearticle.Wecanjumpfromthelinesofthis

indexpagetoindividualpagewithease.Whilewearewriting,weseldomneedtoscrolltogettothepage.We

canusethismethodasiftheyaremadeofseveralfilesnicelylinked,yettheentirearticleconsistsofasingle

file.

要旨

ファイルリンクは長文、特に科学論文や書籍の執筆の際に有用な手法である。実際的な執筆法としては

1)文章をエディターで執筆し、それをエディターの持つタグジャンプ機能で結合する

2)文章自体は他のソフトウェアで執筆し、そこにHTML言語を応用して結合する

3)MS-Wordで執筆して、その「ハイパーリンク」機能を利用して結合する

などがある。本稿では、上記のいずれとも異なるがやはりMS-Wordを使用し、その目次作成機能を応用する。

論文のファイルに、上記の6項目を書きこんでおき、一応各々1頁を当てて、MS-Wordの目次作成機能でファ

イルの冒頭に目次を作成する。目次十6項目各1頁で合計7頁のファイルができる。これを用いて執筆すると、

スクロールの必要はほとんどなく、複数のコンポーネントからなるファイル群をファイルリンクで結合している

ように仕事が進むが、実際にできるファイルは一つだけである。

･序論

「ファイルリンク」は、いくつかのファイルを適当

な方法でリンクさせて「ハイパーテキスト」を作成す

るやり方である。文章を書くに際して、それを一つの

ファイルで書こうとすると、書いているうちにだんだ

ん長くなってスクロールが増えて不便である。それを

避ける目的で、目次ファイルと個別の項目ファイルに

分けるのがファイルリンクを応用する意味である。

目的は、大きなファイルを上手に分割して作成と使

用を容易にすること、テーマ毎に概念をつないで連想

に近い条件をつくることで､特に長文執筆時の目次(項

目）の管理に有用性が高い。

手法としては、それが可能なソフトウェアないしは

言語を利用することが考えられる。

･方法

ファイルリンクを行う方法としては、

1)文章をエディターで執筆し、それをエディター

の持つタグジャンプ機能で結合する

2)文章自体は他のソフトウェアで執筆し、そこに
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HTML言語を応用して結合する

3)MS-Wordで執筆して、その「ハイパーリンク」

機能を利用して結合する

などの手法がある。

今回ここで提案しているのは、同じMS-Word上で

の手法ではあるが、「ハイパーリンク」の利用ではな

くて、MS-Wordが保持する「目次作成機能」を応用

する方法である。

･方法I

筆者の一人諏訪は過去1年間にホームページ

(http://book.geocities.jp/kunio_suwa/)を開いて、そ

こにいくつかのファイルを掲示した。掲示したファイ

ルはすべてPDFファイルであるが、文章作成はMS-

Wordを利用し、それによって目次を作成して「目次

の各項目<二>当該頁」を開く構造にしてある。そのよう

に作成してからMS-WordのもつPDF作成能を利用

してPDFファイル化した場合、この「目次の各項目

一当該頁」のリンクはPDFファイルでもそのまま引

き継がれる。

当初、実はこのMS-Wordの目次作成機能を知らず、

ふつうの方法で原稿を書き、目次も手作業で作成した

後に、AdobeAcrobatStandardの機能で「目次の各

項目今当該頁」をやはり手作業でリンクさせたが、こ

の場合はMS-Wordで書いてある原稿を改訂するたび

に目次自体や当該頁の数値に変更を加える必要があっ

て難渋した。しかし、MS-Wordの目次作成機能を利

用することによって、目次の改訂も頁の変化にも容易

に対応できるようになった。

利用したファイルは

『北越雪譜｣、『蘭学事始｣、「菅笠日記｣、『西洋紀聞」

の4作品の現代語訳と、「思出の記」（徳富蔵花）の電

子掲示版､それに自筆原稿「タッチタイプの世界」『英

会話やスポーツだ：実践編』「ファイルリンクで自分

史を」『私の読書歴I』などで、いずれも目次と内容

とのリンクに有用であった。

･方法Ⅱ

上記の例では、長文を原則としてエディターで先に

書いておき、それをMS-Wordに写して目次作成機能

を適用した。しかし、ここで提案するのは、長文を書

く際に当初からこれを応用する手法である。そこで、

この手法を本稿執筆に応用した。

本稿は、タイトルと抄録の頁、序論、方法、結果、

考察、結論、参考文献という七つのコンポーネントか

ら成り立っている。そこで論文のファイルに、上記

の7項目を書きこんでおき、一応各々1頁を当てて、

MS-Wordの目次作成機能でファイルの冒頭に目次を

作成した。目次十7項目各1頁で合計8頁のファイ

ルができた。

このファイルでは、目次の「方法」をクリックする

と本文の「方法」に跳ぶ。そこで、方法のセクション

に書き込んで充実させればよいわけである。スクロー

ルの必要は、その方法セクションの範囲内に留まる。

一つながりのファイルではあるが、巻紙のように長い

ファイルではなくて、上記の項目だけに分割してある

ような感覚で使用できる。タイトルと抄録、結果、考

察、結論、参考文献などの扱いも同じである。文章が

充実してくるにつれて、MS-Wordの中で「目次の更

新」という命令を実行することにより、目次自体の作

り直しと、頁の移動に自動的に対応する。このように

して、いくつかの項目が複数頁になり、最後の参考文

献の頁は当初は第7頁であったが、最終的には第10

頁となった。

･結果

ホームページに掲載したファイルに関しては、この

手法によって「目次の各項目<二>当該頁」の結合が見事

に出来上がって、すべて大変に使いやすくなった。

本原稿においても、予測通りになかなか使い良いこ

とが判明した。

本法は手法として簡単であり、採用が容易である。

基本が「目次作成」という考え方なので、概念が明快

で採用しやすい。

実際には、タイトルと抄録、序論、方法、結果、考

察、結論、参考文献までは当初予定した通りで、目次

項目の変更はなかったが、最後に「図と図説明」の項

目を加えた。論文をほぼ書きあげてから図を加えるこ

とにした故で、当初から計画はしていなかったことに

よるものである。

･考察

長文を書く際に、細かい短文に分割するのは有効な

手法である。いきなり長文を書こうとしても、よほど

の熟練者でない限りは、文章が自然に流れ出すことは

ない。それに対して、全体の構造を考えてコンポーネ

ントに分けて目次化し､目次に対応した短文を書いて、

最後に合成して長文とする手法は失敗が少なく有用な
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手法である。

だからこそ、ファイルリンクは長文作成に有用な方

法だが、HTML言語応用は一般性が乏しい。エディ

ター利用は、第一著者（諏訪）は常用しているが、こ

れも一般性は乏しい。MS-Wordのハイパーリンク利

用は一応可能だが､必ずしも使いやすいとはいえない。

それに対して、ここに提示したMS-Wordの目次作

成機能を利用する方法は考え方が素直で適用しやすい

と考える。

問題点とすれば、論文の場合は使いやすいが、さら

に大きな長文たとえば本1冊分の原稿をこの手法で執

筆するには適用がむずかしいかも知れない｡たとえば、

本稿は1万バイト未満つまり5千字未満であるが、書

籍の原稿は一般にはその10倍程度になる故である。

そうした大きな文章ファイルを扱う上では、ここに

提案した手法は不適切かも知れない。同じMS-Word

を使用する方法でも、目次ファイルと各項目ファイル

を個別化しておけば、構造を動かしやすいが、ここで

提案し採用した方法では、項目の入れ替えは目次の入

れ替えで済まず、大きな原稿自体を作り直すことにな

るので実行は容易でないかも知れないと推測する。

論文の場合、全体のコンポーネントの順序は当初か

ら確定していて、コンポーネントを入れ替える必要性

は乏しい。万一入れ替えが必要でもコンポーネントは

小さいから、入れ替えにも対応しやすい。ところが書

籍の場合は、コンポーネントの順序自体が確定してい

ない。しかもコンポーネントのサイズも一般に大きい。

ここで提案し採用した方法では、項目の入れ替えは目

次の入れ替えで済まず、大きな原稿自体を作り直すこ

とになるので実行は容易でないと推測する。

ここに述べた手法は、一部の方は先刻承知して採用

しているかも知れないが、広くは知られていない方法

である。特に、MS-Wordで書く方々にとっては、便

利な使い方と考える。

･結論

MS-Wordの目次作成機能を利用して、ファイルを

ハイパーリンク構造として、これを論文などの長文の

執筆に応用する手法を実行して有用であった。今回、

本稿の作成にも応用してその有用性を確認した。

･参考文献

諏訪邦夫のホームページ(http://book・geocities.jp/

kunio_suwa/)特に「ファイルリンクで自分史を」は、

このファイルリンクの問題を検討している。

･図1説明

最初に、タイトルと抄録、序論、方法、結果、考察、

結論、参考文献と頁の冒頭に書きこんだ頁を作成し、

これを「見出し」に指定しておき、目次作成を指定す

る。そうすると、目次頁が全体の最初になって、後は

上記の7項目の頁ができて、目次の項目と各頁はリン

クしている。あとはリンクを使いながら、各セクショ

ンを書いていく。

目次
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